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トピックス

No. 内容

1 機能追加 「SATOC ST300R Plus」に対応しました。

2 機能改善 「MSゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるようになりました。

3 機能改善 レイアウトファイルの更新ユーザー名が毎回更新されるようになりました。

4 機能改善 MLウォッチのデータファイルのバックアップ先フォルダーの指定に対応しました。
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1. 「SATOC ST300R Plus」に対応しました。
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対象

■機能紹介

新プリンタ「SATOC ST300R Plus」に対応しました。

従来機種との共通化となります。

既存のST300Rのレイアウトはそのまま使用できます。
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２. 「MSゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるようになり
ました。
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対象

■機能紹介

Windowsフォント(GDI)で「MS ゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるようになりました。

 従来はフォント名にカタカナや漢字が使用されているフォント（ 「MS ゴシック」や「メイリオ」）などを使用して作成したレイアウトを、日本語

以外のOSで使用するとフォント名が文字化けして認識できないため代替フォントに変わってしまいます。

日本語以外のOS（システムロケールが日本語以外）の場合に「MS ゴシック」を「MS Gothic」などアルファベットのフォント名の取得に対応し

ました。

フォントを指定し直すことなく「MS ゴシック」を使用したレイアウトを発行できます。
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3.レイアウトファイルの更新ユーザー名が毎回更新されるようになりました。
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対象

■機能紹介

MLデザインでファイルを更新した際に更新ユーザー名が毎回更新されるようになりました。

（レイアウトファイル、ソートファイル、グローバル情報ファイル、グローバルテーブルファイル、グローバルチェックテーブルファイル）

[編集履歴]の[ユーザー名]には[ファイルの情報]の[更新ユーザー]に記載されている情報が反映されます。

従来は[ファイルの情報] の[更新ユーザー]は新規レイアウト作成時に自動登録され、以降は任意で変更する必要がありました。

[更新ユーザー]の自動登録を廃止することで[編集履歴]の[ユーザー名]には更新したPCのユーザー名が登録されるようになりました。

既存のレイアウトに関しては[ファイルの情報]の[更新ユーザー]を削除することで、[編集履歴]の[ユーザー名]が毎回更新されるようにな

ります。
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４. MLウォッチのデータファイルのバックアップ先フォルダー指定に対応しました。
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対象

■機能紹介

MLウォッチの[フォルダー監視発行]で使用したデータファイルのバックアップ先フォルダーを任意に指定できるようになりました。

従来のバックアップフォルダーは”C:¥ProgramData¥SATO¥MLV6¥MLWatchPrintHistory”に設定されており変更することはで

きませんでした。

[保存先]のパス名が表示されている欄の右端にある「･･･」をクリックすることでフォルダー選択ダイアログが表示され、バックアップ先フォ

ルダーを指定できます。



7Copyright Ⓒ SATO Corporation

対応内容一覧

Multi LABEIST V6 Standard/Lite /Plus/Enterprise

分類 内容

機能追加 対応機種に「SATOC ST300R Plus」を追加（SATOC ST300Rと共通）

機能改善 Windowsフォント(GDI)で「MSゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるように対応

機能改善 連番値の自動初期化が行われた際に[判別連番値設定]に連番開始値が表示されるように改善

機能改善 ファイル編集時の更新ユーザー名を毎回更新するように対応

不具合 出力先選択の一覧に｢CL4-SXR｣｢CL6-SXR｣｢LR4NX｣の画像が表示されない件を対策

不具合 印字色に白黒反転を指定した文字オブジェクトが条件印字の条件通りにリアルタイムプレビューに表示されない件を対策

不具合 MLプリントでデータ保存時のデータ名に円マーク（バックスラッシュ）、スラッシュを使用すると正しく保存・呼出ができない件を対策

不具合 レイアウトとグローバル情報のファイルバージョンが異なる場合に[連番値設定]で3桁以上の開始値が保存できない件を対策

不具合 入力項目がヘッダ部のみのレイアウトで、ODBC接続設定の[ソート]が設定されているとデータ呼び出し時にエラーになる件を対策

■Ver.6.2.6.0
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対応内容一覧

Multi LABEIST Component/Multi LABEIST Component Plus/Multi LABEIST Preview Component

分類 内容

機能追加 対応機種に「SATOC ST300R Plus」を追加（SATOC ST300Rと共通）

機能改善 Windowsフォント(GDI)で「MSゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるように対応

不具合 ファイルバージョン8以下で用紙方向「尻出し」の場合に横位置が補正されない件を対策

不具合 計算変数で進数変換を設定し、ファイルバージョン5以下で保存して発行した際にエラーにならず発行される件を対策

不具合 RFIDオブジェクトで通信帯「HF」に設定し、ファイルバージョン4以下で保存して発行した際に末尾のスペースが削除される件を対策

不具合 SetPrnDataFieldメソッドでレイアウト情報ファイルのロード時のエラーにおいてエラーコード1が返送されない件を対策(対象：Multi LABEIST Preview Component)

不具合 SetPrnDataFieldメソッド実行時、ファイルバージョンチェックが行われない件を対策(対象：Multi LABEIST Preview Component)

■Ver.6.2.6.0
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対応内容一覧

Multi LABEIST WebEngineCS

分類 内容

機能追加 対応機種に「SATOC ST300R Plus」を追加（SATOC ST300Rと共通）

機能追加 /PropertyAccessリクエストに配列を使用し複数行の印字データをセットするパラメーター（prnDataRow）を追加

機能改善 Windowsフォント(GDI)で「MSゴシック」など日本語名のフォントを日本以外のOSでも使用できるように対応

不具合 ファイルバージョン8以下で用紙方向「尻出し」の場合に横位置が補正されない件を対策

不具合 計算変数で進数変換を設定し、ファイルバージョン5以下で保存して発行した際にエラーにならず発行される件を対策

不具合 RFIDオブジェクトで通信帯「HF」に設定し、ファイルバージョン4以下で保存して発行した際に末尾のスペースが削除される件を対策

システム MLWebComponent.dll、MLPreviewComponent.dll を Ver.6.2.6.0 に更新

■Ver.1.3.6.0
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